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いせさき学習堂 古文書入門講座         令和８年（2026）２月 19日（木）於伊勢崎市図書館 

第７回 将軍を梟首 

―「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅢ― 
巻島 隆 

はじめに 

「文久記聞 九」の家茂上洛、浪士組に関連する記述を読みます。 

第１回 くずし字に触れる 

第２回 読むための基礎知識 

第３回 「和宮下向ニ付、助郷取極」（伊勢崎市図書館蔵）を読む 

第４回 今井区有文書（赤堀歴史民俗資料館蔵）を読む 

第５回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅠ 

第６回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅡ 

第７回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅢ 

第８回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅣ 

  

 １ 用語 

 千種少将＝千種有文。1815―1869 

 香川八兵衛＝賀川肇（一馬）。生年不詳、文久３年（1863）１月 28日に和宮

降嫁に関わり、尊攘派の伊舟城（いばらき）源一郎（姫路藩士、元治元年に処

刑）などから襲撃・殺害された。 

摩那山＝本当は摩耶山（まやさん）。神戸の六甲山地の一座。 

 乗切（のりきり）＝出立地から目的地まで馬を乗り通すこと。 

等持院殿＝足利尊氏の戒名。 

 宝篋院殿＝足利義詮の戒名。 

 鹿苑院殿＝足利義満の戒名。 

影像（えいぞう、ようぞう）＝絵画や彫刻にあらわした神仏または人の姿。

影（えい）。絵姿。 

 会津矦御旅館黒谷浄土宗本寺＝金戒（こんかい）光明寺。 
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渋沢栄一『徳川慶喜公伝 二巻』（平凡社、一九六七年）  
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